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緒 言

無 カ タラ ー ゼ 血 液 症acatalasemia39)47)56)61)(以 下

無 「カ」血 症 と略 記 す る)は,体 内 カ タ ラ ーゼ 生 成 に

関 与 す る異 常 遺 伝 子 の ホ モ 接 合 体 で,昭 和21年 高原

に よ り発 見 報 告 され,以 後 昭和46年 末 ま で に表1の

ご と く46家 系96例 が 報告 され て い る.

表1　 無 「カ」血症者家系および症例数

この無「カ」血症が学術上特に重要視 されるのは,

人類遺伝学において,劣 性遺伝子をへテロの形で保

有する個体を,正 常者か ら明確に区別することは,

多 くの場合不可能に近いのであるが,本 症において

はこのようなヘテロ接合体である低カタラーゼ血液

症hypocatalasemia(以 下低「カ」血症と略記する)

の存在を,そ の血液カタラーゼ活性が,正 常者の約

半分であることから,比 較的簡単な生化学的方法に

より検出し得 ることである.

この 低 「カ」血 症 者 摘 発 の 集 団 選 別 検 査screening

 testを 行 う こ とに よ り,今 まで は不 正 確 な 計算 式 に

よ り推 定 す る こ と に と ゞ ま って い た特 定 の 人 口集 団

populationの 遺 伝 子 頻 度 の実 測 が で き る こ とに な

った.

このような理由で本症遺伝子の検索は,人 類遺伝

学上極めて意義あるものと考えられ,昭 和34年 以 来

日本および近隣諸国の住民 における低「カ」血症者の

摘発,無 「カ」血症者の発見を目的とした集団選別検

査を続行してきたのであるが44)45)48)58)64)65)65),ここに

昭和45年 および46年 の調査成績を報告する.

調査方法および成績

低 「カ」血 症 者 検 出 を主 目的 とす る選 別 検 査scre

ening testは, Herbert法 を応 用 した簡 易 法(Ko

bara法)33)を 用 い た.こ の 方 法 に よ り選 別 され た 個

体 につ いて は,本 人 お よ び そ の家 族 の 調 査 を行 い,

 Herbert法 に よ って 血液 カ タ ラ ーゼ 値 を測 定 して,

低 「カ」血症 か否 か を 判 定 した.昭 和45年, 46年 に お

け る選 別 検 査 の成 績 は次 の 通 りで あ る.

昭和45年

1) 三重県住民573名 うち低「カ」血症者なし(昭

和45年5月21日 ～5月26日)

2) 香川県 女木島,男 木島小中学校生徒170名 うち

低「カ」血症者なし(昭 和45年6月16日 ～19日)
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3) 石川県門前町住民188名 うち低「カ」血症者な

し(昭 和45年7月27日 ～8月5日)

4) 香川県坂出市沖島嶼小中学校生徒および一般住

民513名 うち低「カ」血症者1名(昭 和45年11月

4日 ～13日)

昭和46年

5) 香川県丸亀市,多 度津町,詫 間町沖島嶼小中学

校生徒772名 うち低「カ」血症者2名(昭 和46年

5月11日 ～6月1日)

6) 山形県鶴岡市小中学校生徒1152名 うち低「カ」

血症者3名(昭 和46年6月17日 ～25日)

表3　 各地域における低 「カ」血症者の頻度

表2
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表4　 無 「カ」血症家系一覧(昭 和46年 末現在)

註　*20. ITO家 より嫁 した低 「カ」血症女子1名 を含む

+11. MIYと 血 縁 あ り,家 族 員 を11.に 整 理 △ 朝鮮 人 〓 ス イス人 #イ ス ラ エル 人 × ドィ ッ人
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7) 北 海道住民225名 うち低「カ」血症者なし(昭

和46年10月5日)

図1.　 無 「カ」血症46家 系 の分布

(数 字は発見順 にしたがった家系番号)

以上の成績 を昭和34年 以降当教室が行ってきた集

団選別検査の成績および広島,長 崎ABCCの 実施

した検査成績 に加えれば,表2お よび表3の ように

なる.

なお無「カ」血症者は昭和44年 以降発見例の報告は

ない.

考 按

無「カ」血症は発見 された当初は進行性壊疸性の口

腔病変を呈す るものが多かったため,血 液中のカタ

ラーゼ酵素欠如に付随す る臨床症状と思われ,発 見

者にちなんで高原氏病と命名された.そ の後発見例

が増加するにしたがい,臨 床的に無症状の ものが増

加 したので高原氏病は必発のものではないことが判

明 した.現 在までの報告例を見ると3%の 過酸化水

素水を滴加す ることにより,本 症者の血液が黒変す

る本質的徴候によ り偶然に発見された例が大部分で

ある.昭 和46年 末 における無「カ」血症者の各家系の

要目,分 布は表4お よび図1に 示した.

一 方本症遺伝子のヘテロ接合体である低「カ」血症

者摘発の集団選別検査の成績は表2,表3に 示す通

りであるが地域的にかな りの変動をみせている.

また東洋人種以外に も低「カ」血症者は当然存在す

るはずであるが,そ の選別検査成績の報告例はなく,

今後の調査を待 ちたい.

結 語

昭和45年 および46年 におこなった,無 「カ」血症者,

低「カ」血症者摘発 に関する調査成績を報告 し,あ わ

せて46年 末における低「カ」血症者摘発の集団選別検

査成績の集計を行った.

昭和46年 末 における無「カ」血症の報告例は46家 系

96名 で あり,低 「カ」血症は調査人員108, 162名 中236

例で ある.

本調査はJIBPの 一環 として行われ,そ の経費は

文部省科学研究費によった.
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The authers reported the results of field survey on acatalasemia and hypocatalasemia du

ring the years of 1970 and 1971. Six hypocatalasemias were seen in the tests of 3,593 indi

viduals in several parts of Japan.

No acatalasemic individuals were reported since 1968. Consequently, the total of rep

orted acatalasemias were 96 cases of 46 families by the end of 1971.


